
〈号外〉
（題字 小黒千足 学長）

富山大学における教育改革について

一一教育改革整備委員会等における審議状況一一

平 成 5 年1 月





書 き

富山大学長 小黒千足

富山大学における教育改革については， 昨年10月に当時までの過程と状

況を， 学報の号外でお知らせいたしました。

御案内のように， その後， 平成4年12月に政府予算案の内示を受け， 平

成5年度から実施に入る予定です。

本号におきましては， 前号外発行以後の進捗状況と現状をお知らせいた

しますとともに， この教育改革の実が上がることを心から期待しておりま

す。

なお， ここまでに至りましたのは， 全学教職員の皆様の御理解と御努力，

特に， 関係諸委員会委員各位の並々ならぬ御尽力があってのことと， 深く

感謝する次第です。
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1 . 前回号外（平成 4年1 0月発行）以降の評議会における審議等の状況

平 成
4. 12. 18 評 議 会 O教育改革整備委員会報告(12 月7 日開催〉

教育改革整備委員会組織制 度専門委員会及び 同教育課程等

移行専門委員会の検討状況を踏ま えて， 委員会として審議

し， 検討結果の出されたものについては， これを確認した

ことが報告される。

に今［検討結果の概要については， 平成5年1月22日開

｜催の評議会における報告・了承事項と合わせまと｜

｛めて掲載しであります。（4頁参照） J 
O新教育課程実施委員会報告 （ 12 月11日開催）

(1）専門基礎科目部会の設置及び分科会の名称 変更 等に伴

い， 「新教育課程実施委員会内規」の一部を改正した。

亡ゴ〉（同内規の一部改正は，13頁参照）

(2) 分科会名， 主題名及び授業科目名の 変更に伴い， 「富

山大学教育課程編 成 方針」の一部を変更した。

亡コ＞（教育課程編成方針の一部変更は，19頁参照）

(3）平 成 5年 度以降の教養教育の評価基準を決定した。

亡二＞（評価基準は，30頁参照）

一一 4. 12 . 26 平 成 5年 度政府予算案内示で教育改革関連事項が盛り込まれる。 一一

5. 1 . 22 評 議 会 O平成 5年 度政府予算案内示の概要が報告される。

亡コ＞（教育改革関連事項は， 3 頁参照）

O教育改革整備委員会報告 （ 1月 18 日開催）

(1）教育改革整備委員会組織制 度専門委員会の検討結果

が報告・ 了承される0 c今（検討結果は， 4頁参照）

(2）教育改革整備委員会教育課程等 移行専門委員会の検

討結果が報告・ 了承される。

Eゴ＞（検討結果の概要は，10頁参照）

O施設整備委員会報告 （ 1月20 日開催〉

(1）教育改革に伴う施設整備の基本的な考え 方が承認され

fこO
亡今（施設整備の基本的な考え方については，32頁参照）



0教育改革整備委員会の審議を経て， 「富山大学の教育目標

について」及び「富山大学学則の一部 改正について」が提

案され， 継続審議事項となった。

以 上
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2. 平成5年度政府予算案内示の概要

0平成5年度政府予算案内示事項部局別内訳表（大学教育改革関連）

（平成5 年 1 月22日評議会報告の資料）

（ 項）国立 学 校

区 分 人 文 学 部 教 育 学 部 経 済 学 部 理 学 部 工 学 部 教 養 部 ｜ 糊管理センター ｜ 欄処理センター ｜ 並 通 備 考
大 ナ-

学科の改組 人文学科 数学科

（入 学 定 員 70人， 3大講座， 教官2 5人） @20 （入 学 定 員 似， 2 大講座， 教官1 5人） CI20 
国際 文化 学科 物 理学科

（入 学 定 員40人， 2 大講座， 教官12人） ＠ （入 学 定 員47人， 2 大講座， 教官1 5人） ＠
言語文化 学科 化 学科

（入 学 定 員 95人， 3大講座， 教官33人） @) （入 学 定 員 38人， 2 大講座， 教官14人） CI20 
生物 学科

（入 学 定 員40人， 2 大講座， 教官以） (ill
地球科学科

（入 学 定 員 32人， 2 大講座， 教官12人） (ill
生物園環境科学科

（入 学 定 員 30人， 2 大講座， 教官7人） ＠
一般教育担当 （教官1人）

信云講崖ゐ増設 守｜ T ---·r 守 －－－ 一1 --------- －－－－一－一守－－
－－ a討科均位杢宇匂言5仰 __ (12 )_ 学科目の増設 ｜ ｜教育情報科学（お5人） {I!;} 

環境科学 （教官 5 人） (ill 
ドイツ語 （教官1人） @ 
日本語・日本事情 （教官l人） ( 1人）

－－－－－�±講座ゐ整備． _T___ ______
 _ ____ _ 

T __
__ _ …i輪出町J扇�i－が迂�－－ 1生物反応｛t弘治i心－（II:f'··

比較経済論 （教官1人） ＠
基礎法 （教官 3人） ( 3人 ）

学科白ゐ整備ー T ・ 一一一l社会学勾官"i"X)······--c120··--- ーー一 一＝
国語学 （教官1人） @ 
英米 文学 （教官1人） CI20 
体育実技 （教官1 人） ＠
生理学及び衛生学 （教官2 人） (ill
学 校保健 （教官1 人） ＠
体育理論・体育史 （教官1人） ＠
保健体育科教育 （教官1 人） ( 1人）

：：：字詰即時二：：:r：；二：：；：：：：：：：：：：i::::::::::::::::::::::::: ::::::::r:::: 一一： :1 :1：·：·：：·：：：二二l二二二二I二二：：二l：同時；�����：：⑥：：：：1::::::: :1 
教養部の廃止 ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ 教養部の廃止 （教官ム66人， 事務系職員 ム1 8人） ｜ ｜ ｜ ｜ 

（注） 1. 本表教官定 員には， 臨時増募に伴う分は含ま れてい ない。

2 .  cコ内は， 教養部からの移行人数を示す。

円4U





3. 富山大学教育改革整備委員会における検討結果の概要

（平成 5年 1 月22 日 評議会報告・ 了承 事項）

0教育改革整備委員会組織制度専門委員会の検討結果

検 言す 事 項

1. ；義 l年与！？？貫教育路線議醤i大学窃
教育醤擦の：欝議

2. 4 年一貫教育 カリ キュラム編成

に係る教養教育の実施体制

（夜間主コースを含む。 ）
1 ）糊

①名称
②構成

専門委員袋

（平成 5年 1 月22 日 現在 ）

検 討 結 果

樹緊縮かけ部分は， 評議会報告・了承事項を示す。
輩尚議欝教鷲課程鋪成護資；詩穏！？惹： ：：；E薫尚災遺産掛教育ょ震穣3；：；綴晃直；長；

益額ァ賞教育l言お�11 ！議教養教曹の実施を遮普賢番組畿
日：C当掠り隊：号機教育課程硲業務室類語李総江主；
教養教育委員会（仮称 ）

導門委員会構成

管理運営専門委員会；1牲部長
事務局長

教義教育委員会＇ ＂繍雑誌持活要

名：
企画l専門委員畿日間同都議義代義する費削遜

出必

各学部教務委員ロ；ー日：；義主瀦
繍専門委員総：｜－各触を代表す革審議招

ーが立要
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検 討 事項

部会話議科会：：m，数料費B,

導蹴制強黙秘 ーた活樹君。 一

結
一一

回目

一

科）

一
献

磯

一
足一

撃

討一
憲

閉

一

哨

犠

一一
叱

一
…

添
い
安

一
郎

安
畳一

検
一

州

総

齢

踏

ん京

融

融

構

築

附

問一

時一

一

系…

薬

務

部

系
…

顎

教

郎

副明

員

学“

禁

欝
」系

薫

理一

環

自
；

一

機

鴨

糊

網

棚

臨
：蹴

鞠
一
繊

細

端

部 J

欄

鵬

臥

錦

繍

鰍

慨

輔

錦

繍

糊

翻

鋪

案一

…

金
一

悶

果

部会l主主当議室！？会iこ篠道選分科会を代表すi：：奉者若干名ーを吾当窓構成す者。

部会提専門的事窺を検討；するためi 次の分科会をi寵＇� ：tj 口

＠教養原論各授業主観現

＠共通禁礎科目別Tたーだと，：外国語科自信遺産指 定ほ言第＇. � ：.第2刻

専門纂礎科冒頭ま会に専門的事項を検討す春採め，改め分科会を置雪。；

を激学分科会
②地耕ヰ学分科会

主閉会保：対応抑制部椛選出開花委員各若干名制何一構成事

教義教育を実施すおi手紙日次鈴教科部を棲 ：若：議：：
駁教養原論各授業議題別
②茶道基礎科目B院総資＇ ＇！？＼＇ 1待国語科自慢渇lう�it＇ま：�：：，；策；抗日第選別

議学�：教官iま� mi教養原論の授業主題別教科部並び1さ共通基礎科自己自然国

語第：�rnw築�：2奪�健康スーポヤy科学教科部ぬ術者手i；説経所属学る示搭載

共通基礎科目め情報処理教科部Y宮第表現教科部符糞説芳所属安楽祭さ
が！でき蚤J
各教官僚5原＇.＇�t�＇さじT，所属する教科書iまに係る授業科白を労漉!WJ�：：；：主要

に踏む！？で靖報処理証言語表現及び総合科目を努程jずる一日：

教養原論演習にづいて隊”教養教育委員会K仮称手口烹検討す家主：
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検 討 事 項

2） 権棟建設置付設：： �：：

3） 所管事項

検 討 結 果

教養毅薄鰐寮織謀総議議礎知識決議隣

戦義教事まり数帯諜韓議事案狭義灘隊関連；家事！襲；臨港全戦繍繋義務； 寝込：手

委員会所管欝鶏
議機義教育i護保革将業詩画等議開事！？ ；議議窺
遜激義教育の立案・議議終鱒1安：る事窺
強畿義教育iご保：者；諸護定説号制定 日誌改廃｛之開業率欝窺
（密教養教育iご保る予算滋関：香港事演
議数義教育に（穣；実灘議＝安設備i等間！家事事務
（事教養教曹を主体選：お1語教宮定貸慰霊E置i害関する事績

建敬義教膏i写係：る麗廷議犠H譲価際関1重J:?,g審議

議悲鳴池教義教曹長路る誉理運営持関する事項

各業主問委員会担当議窺

各部会担当事演

管理運営専門委員套
窃教義教育詩草案�，零纂的取り議； �� ！��配分執行

に関！妻家事噴
護教養教育i己犠�施設ロ ・：議繍話機；事t！�事項

議機義教育を主体涯：む涯教官定員給記置に閉す ：

議議窺
（窃！を：綴他教養教育iこ係；�管理運営路間安否聾窺

企画専門委員会

連敬義教育的将1集計画B －調査結関する幕議
（護激義教育i言係る器産点検家評価ば関する議窺

実施専門事さ崇主主
態教義教育の実施計百の立：案！器開業議事窺
護激養教曹の業施l這隣家実業頚
護激義教育的護施路線る調整I�関：事諸事鶏

。主題イ開講授業科自演が授業時畿の設定
毒液業担当教官ト〔非常勤講師を室長m i ；：の選定

＠講義要録的：とりまを務

倒受業時間前め作成
d監禁め他ゆ教育課程��閉ま選挙窺
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果結討検項事討検

。主題ょ操業科芭�び授業時数の検討
護凝業態讃教官E非常勤講師を含む妥，，� m：�·検昔話
轡講議要議州中成
（⑧素；陶磁教育課程持関奪還薫顎

各分科舎憩議事項

愈教義教育委員会日〔仮務� i : l＇が密接ど認街者専門委員会委員獄；2年：とii4 ） 委員任期

ー
酒

。一

一

審
：

憲一

安

川被

安
一獄中：丹42

教義教育委員会E張務�m i�ま：� ：：：進一年一貫教育に藤若手数養教育の実施を担当

霧器組織！窓越沼露日遊説長現教務委員会は存続安議極的：�： ·撃港経 なお， 現

教務委員会審議事項については ， 引き続き検討を要するもの である。

iζf 

5 ） 庶務

3 . 現教務委員会堅守取経験

制定規則4. 学則等基幹的規則の制定・ 改廃 I m 
①教養教育委員会規則

②教養教育履修規則

③教養棟管理運営規則

④教室等の使用取扱い基準 （授業以外の使用）

改廃規則

� ＇ �i' i ロ富�大等学即l
2 . 富山大学大学院学則

( 2) 

3 . 富山大学教員 （授業・助教授・講師） 選考基準

4 . 富山大学の教育改革に伴う関係規則の整理に関する規則 （仮称）

【内訳】

1. 富山大学評議会規則

2. 富山大学補導協議会規則

3 . 富山大学教養部運営協議会規則
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検 討 事 項 検 討 結 果

4 . 富山大学入学試験委員会規則

5. 富山大学入学試験実施委員会規則

6 . 富山大学入学者選抜方法研究委員会規則

7 . 富山大学学部補導委員会規則

8 . 富山大学学部等図書委員会規則

9 . 富山大学授業料等減免選考委員会規則

10. 富山大学将来計画委員会規則

11. 富山大学施設整備委員会規則

12. 富山大学教務委員会規則

13 . 富山大学公務員宿舎委員会規則

14. 富山大学レクリ エーショ ン委員会規則

15. 富山大学大学改革準備委員会規則

16. 富山大学構内交通対策委員会規則

17. 富山大学学寮補導委員会規則

18. 富山大学附属図書館商議会規則

19. 富山大学発明規則

20. 富山大学事務電算化委員会規則

21. 富山大学公開講座 規則

22. 富山大学国際交流委員会規則

23 . 富山大学体育施設委員会規則

24. 富山大学 自己点検評価規則

25. 富山大学新教育課程実施委員会規則

26. 富山大学事務組織規則

27. 富山大学における旅行命令権の復委任に関する規則

28. 富山大学文書決裁規則

29. 富山大学文書処理規則

30. 富山大学公印管理規則

31. 富山大学における事務の委任に関する規則

32. 富山大学組換えD N A実験安全管理規則

33 . 富山大学学長選考規則

34. 富山大学名誉教授称号授与規則

35. 富山大学職員健康安全管理規則

36. 富山大学に勤務する職員の勤務を要しな い日等に関する規則

3 7. 富山大学受託研究取扱規則

38. 富山大学 と民間等との共同研究取扱規則
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検 討 事 項 検 討

3 9. 富山大学国有財産取扱規則

40. 富山大学防火管理規則

41. 富山大学電気工作物 保安規則

42. 富山大学文化部会規則

43 . 富山大学体育部会規則

44. 富山大学学生会館運営委員会規則

結

45. 富山大学水素同位体機能研究セ ンタ一規則

46. 富山大学地域共同研究セ ンタ一規則

47. 富山大学保健管理セ ンター規則

48. 富山大学情報処理セ ンタ一規則

49. 富山大学放射性同位元素委員会規則

50. 富山大学放射性同位元素総合実験室規則

51. 富山大学低温液化室運営委員会規則

52. 富山大学廃液処理施設運営委員会規則

53 . 富山大学 自然観察実習セ ンタ一規則

54. 富山大学黒田講堂規則

55. 富山大学黒田講堂使用規則

果

5 . 現教養部所管の土地 ・ 建物の管内長教養教育に伴う呉儀泊施設設錆計画案限努問実
理 ｜ 施設設欄；画り器本的怒号安定議

現教養部校； 欝�；具体の施設整備織に

＇

＊制定は。；施設整備委賞議
有識務：禁容ぷ現教養部校舎綴文書底：；物品庫及び給茶室融取扱い
i警�秘書？誌はず i教養教育委員三菱：実被称）！· · ，， .で宗寺後検討すきを面；

(2 ) 建物の管理等について
現教養棟に一持＂ �［ ［司君！？乱：務雪標的経 ·�·む；共通教育饗実施する一企業共通

施設：と！禁容己一

建物名称•t＋；ユミ教養部人文科学教棟斗λ文・社会系共通教育棟

教養部自熱科学教棟→積然系共通教喬：梯

管理ヨミ体部局：；：人女：？社会総領教育様；：；：補助執符叢；；人文制緩

芭然系共通教育棟“：；；：：m:rn；＇；：補助執符砦＝ 理学部長z

管理運営経費匁獄官研究饗l迄混一る部分陸揚；ヵ！李総日当護教官が
所属する学部返！きTi l �重量：

9-



検 討 事 項 検 討 結 果

＠：：部獄事長の部創立お，!rtきではロ議議堅持通綾費議！君！
議議

教室等の使用手続きについて

宿日直業務について

①土・日曜， 休日， 休日の前日及び 8月1 2日～ 8月16日につい

ては外部委託， 年末年始は特別警備体制のため廃止

【前記以外の宿直業務】

②人文・社会系共通教育棟

本部職員 （事務局及び学生部） 1 名が宿直に当たる。

③自 然系共通教育棟

現行の と おり人文学部・理学部及び水素同位体機能研究セ

ンターの職員 1 名が宿直に当たる。

i説 ：：：：土地め管理等iζ ；n挙戦！君！
嘗護主体部局議議議a社会務犠教育機嫌，，m；補助執持奪三：1法文学部長

欝隷茶共通教育棟敷地“補助執行溝口理学部長
管護運営経費，；；＇！！！：全学共通経費さま；審議；5

0教育改革整備委員会教育課程等移行専門委員会の検討結果（概要）

（平 成 5年 1月22 日現在）

検 討 事 項 検 討 結 果

'1� · � 1 ·新教育課程弱卒業要件
凶日；j；網かけ部分は， 評議会報告 ・了承事項を示す0

． 緊急i選番学部で検討者：軍事窺どする：回
【参考】

教養教育における卒業要件単位数は， 選択30単位， 自由1 0単位ま

でと している。

（富山大学教育課程編成方針 平成 4. 7. 1 7評議会了承）

2 . 新教育課程への 移行措置

（平成4年度以前の入学者）

隊一努般教育課韓警護霊的所属
惚�： · ： ：努鍛教育課程望号綾了要件殺事長

議議

・ 平成S奪還沼から各学部老若J:1霊長一
－ 平成辺年度政織り入学者則前日現行語教育課程議適用主事：部単位淫議

問主説明孫掠経単位3：港修了要件；�す！審議m:·

nuv
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討 結 果

・ 現子安静�）�年間均一般教育課程を実施設： るた； 日

期！：：：ま？で康郎容；弘主現行：9：・結；り閣講ず
・ 夜間選挙：� i界：康診燃者

：

掠�：三：！，�： ；尋問所：い

総 ： ·� · ·主義禁酒去費き ：き：劉�＇ ，！：： ！；療法期滞＇ �君！！京�mg: ：じ：宅現行 ：と；弱；：り：開講��mi努；ぷ ：；

・ 子成案；：緊張：； ；月： ：以！翼l'i＇＇鶏履韓議発！繁繁酒場資関！：：；康邸！とi長；！！君！議謀議宮高；

主総磁器：；当面必要議；繁義ii';�
・ 「欄間：£g ：： ：湾：索機；5糊鞠子聖母授期賂：と：

税議議：繁勝己事：遊説：： ：

検 討 事項

隣： ：：渋般教清譲渡り開講

． い附1τ「悼�r�川町三川72明守晶、 1日サλ同"".1".1ヰ".'.D！！＝＇.�I
ヰ：凋！）1H！全J

・ 出向富市百味程移行後り措置ほi 各学部の建

（�l ： ： ：•：日専問教育課麓�め移行

（窃：：技糠教育課慈の実施体制j
烹議実施機関
者；·： ： .海m il！ロ！警m需：安：�編成
務：：：：：：，担当教嘗

�m：＇：単位認定機関
業mm：事務担当

－ 議議部で：山山崎・!i : :_:;,il:：：：＿；�： ：・ 出 催l己＝

以降入学
額事TI＇ ；語（ぷ

（綴：5助言教寮・指導教容の取扱い ：

3. 教室・教官室の整備

（端末機の増設， 整備）

（駐日現教養部教室ゐ整備
特別な護措警察長

． 授業
努措置を護者実：：m.m

・ 1貴報担理教育的演習室；：＇ � i18＇ ： ：室�· ��信｝ロ＂：漬習室の整備

4. 警生ベ摂広報 f広報開容干：時期J
方法主i

－EA
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検 討 事 項

似：：：l樹繍広報：：；懐施講義；j�：：：：： ト
（訪日給構成報

5. 長期弱体学者γ留年者ぺの助言
指導

6. その他

検 討 結 果

・平成実：詩集™��！ � ： !Eli： ：持議題点議：�·誠意外：なじ烹麗布 ： l?tqぷ；

・ 移流措置り黒体的警窺様：滋黙認法湾当i領誕学閥系；議i努J兵？号外法 ： ！�！ ＇怒 ；

�脊；き！！：議号壊家議：選挙 ！

・ 修学の見巡りな；納長期の休学者� ＇：：：留年者に対話活問一：学部の教務再三鍋

導委員会芳対応を検討：！君！実ぷ
・ 紫綬教育課麓設長期休学者に；�念日教養部か：ら学簡：手当；泌ス：rn： ＼号外3一議

送付窓議長l

ワ』’si

 



4. 富山大学新教育課程実施委員会内規の一部改正の概要

（平 成 4年1 2 月1 8 日 一部改正 ）

0富山大学新教育課程実施委員会内規

（全学共通の科目）

第 1条 全学に共通する科目に係る授業科目等について企画・ 編 成するため， 富山大

学新教育 課程実施委員会規則（以下「規則」という。 〉第 8条の規定に基づき， 次

の部会を置く。

(1) 人文科学系部会

(2） 社会科学系部会

(3) 自然科学系部会

(4） 外国語系部会

(5）保健体育系部会

(6）情報処理教育部会

(7）言語表現教育部会

( 8） 総合科目部会

2 部会は， 当該分野に係る次の事項を担当する。

(1） 主題， 開講授業科目及び 授業時数の設定

(2） 授業担当教官（学外非常勤講師を含む。 ）の選任

(3） 講義要録のとりま とめ

(4） 授業時間割表の作 成

(5) その他の教育 課程に関する事項
3 部会に部会長を置き， 部会長は部会に係る事項を総括する。

第 2 条 部会に専門的事項を担当するため， 次の分科会を置く。

(1) 人文科学系部会

ア 思想と倫理分科会

イ 心理と教育分科会

ウ 歴史の世界分科会

エ 文学の世界分科会

オ 言語と文化分科会

カ 芸術の世界分科会

(2） 社会科学系部会

ア 社会理論と現代分科会

イ 法と政治分科会

円ペU



ウ 産業と経済分科会

エ 地域と生活分科会

(3) 自然科学系部会

ア 地域と環境分科会

イ 生命の世界分科会

ウ 自然の構造分科会

エ 数理の世界分科会

オ 技術の世界分科会

カ 生活の科学分科会

キ 情報の科学分科会

(4） 外国語系部会

ア 外国語第1分科会

イ 外国語第2分科会

(5）保健体育系部会

健康・ スポーツ科学分科会

(6）情報処理教育部会

情報処理分科会

(7）言語表現教育部会

言語表現分科会

2 分科会に分科会長を置き， 分科会長は当該分科会に係る事項を総括するO
3 分科会は， 対応する富山大学教育 課程編成 方針Eの6の(1）の授業主題の教科部か

ら選出された委員各若干名をもって構成する。

第 3条 部会は， 当該部会に係る各分科会を代表する者若干名をもって構成する。た

だし， 総合科目部会は， 各分科会（前条第 1項第6号及び 第7号を除く。）を代表

する者各 1名をもって構成する。

（専門基礎科目 〉

第 4条 全学的な協力を必要とする専門基礎科目について調整するため， 規則第 8条

の規定に基づき， 次の部会を置く。

専門基礎科目部会

2 部会は， 次の 事項を担当する。

(1) 開講授業科目及び 授業時数の調整

(2） 授業担当教官（学外非常勤講師を含む。）の推薦
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3 部会に部会長を置き， 部会長は部会に係る事項を総括するO

4 部会に専門的事項を担当するため， 次の分科会を置く。

(1）数学分科会

(2）地球科学分科会

5 部会は， 前項の分科会を代表する者若干名をもって構成するo

6 分科会に分科会長を置き， 分科会長は当該分科会に係る事項を総括するO

7 分科会は， 次の教官をもって構成する。

(1）数学分科会 数学系教官

(2）地球科学分科会 地球科学系教官

（連絡調整会議）

第 5条 部会聞における連絡調整が必要な場合は， 関係部会問の連絡調整会議を設け

ることができる。

2 連絡調整会議に必要な事項は， 当該部会問で定める。

附 則

この内規は， 平成 4年7 月 17日か ら施行するO

附 則

この内規は， 平成 4年12月 18 日か ら施行する。

，一一富山大学新教育課程実施委員会内規の改正理由…

分科会の名称変更及び 専門基礎科目部会の設置により， 所要事項の整備を行う。

phJV

 



0富山大学新教育課程実施委員会内規新旧対照表

改 正 前 （旧）

第1 条 全学に共通する科目に係る授業科目等につい

て企画・編成するため， 富山大学新教育課程実施委

員会規則 （平成4年 5 月1 5日制定） 第8 条の規定に

基づき， 次の部会を置く。

（略）

第 2 条 部会に専門的事項を担当するため． 次の分科

会を置く。

(1 ) 人文科学系部会

ア 思想 と 倫理分科会

イ 心理 と 教育分科会

ウ 歴史の世界分科会

エ 文学 と 芸術分科会

オ 言語 と 文化分科会

(2）社会科学系部会

ア 社会科学の方法分科会

イ 法 と 政治分科会

ウ 産業 と 経済分科会

エ 地域 と 生活分科会

オ 現代社会論分科会

(3) 自 然科学系部会

ア 地球 と 環境分科会

イ 生命の世界分科会

ウ 自 然の構造分科会

エ 数理の世界分科会

オ 技術の世界分科会

カ 生活の科学分科会

キ 情報の科学分科会

(4) 外国語系部会

ア 英語分科会

イ その他の外国語分科会（仮称）

( 5 ）保健体育系部会

保健体育分科会

(6）情報処理教育部会

改 正 後 （新）

（全学共通の科目）

第1 条 全学に共通する科目に係る授業科目等につい

て企画・編成するため， 富山大学新教育課程実施委

員会規則 （以下 「規則」 と いう。 ） 第8 条の規定に

基づき， 次の部会を置く。

（略）

第 2 条 部会に専門的事項を担当するため， 次の分科

会を置く。

( 1）人文科学系部会

ア 思想 と 倫理分科会

イ 心理 と 教育分科会

ウ 歴史の世界分科会

エ 文学の世界分科会

オ 言語 と 文化分科会

カ 芸術の世界分科会

(2）社会科学系部会

ア 社会理論 と 現代分科会

イ 法と 政治分科会

ウ 産業 と 経済分科会

エ 地域 と 生活分科会

(3) 自然科学系部会

ア 地球 と 環境分科会

イ 生命の世界分科会

ウ 自 然の構造分科会

エ 数理の世界分科会

オ 技術の世界分科会

カ 生活の科学分科会

キ 情報の科学分科会

(4) 外国語系部会

ア 外国語第1 分科会

イ 外国語第 2分科会

( 5 ）保健体育系部会

健康・ スポーツ科学分科会

(6) 情報処理教育部会
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改 正 前 （旧）

情報処理分科会

(7）言語表現教育部会

言語表現分科会

（略）

第 3 条 部会は， 当該部会に係る各分科会を代表する

者若干名をもって構成する。 ただし， 総合科 目部会

は， 各分科会 （前条第1 項の 6号及び 7号を除く。）

を代表する者各1名 をもって構成する。

第4条 部会聞における連絡調整が必要な場合は， 関

係部会聞の連絡調整会議を設けるこ と ができる。

（略）

改 正 後 （新）

情報処理分科会

（引 言語表現教育部会

言語表現分科会

（略）

第 3 条 部会は， 当該部会に係る各分科会を代表する

者若干名をもって構成する。 ただし， 総合科 目 部会

は， 各分科会 （ 前条第1 項第6 号 及び第7号 を 除

く。） を代表する者各l名をもって構成する。

（専門基礎科目 ）

第4条 全学的な協力を必要 と する専門基礎科 目 につ

いて調整するため， 規則第8 条の規定に基づき， 次

の部会を置く。

専門基礎科目 部会

2 部会は， 次の事項を担当する。

(1) 開講授業科目 及び授業時数の調整

(2）授業担当教官 （学外非常勤講師を含む。 ） の推

薦
3 部会に部会長を置き， 部会長は部会に係る事 項を

総括する。

4 部会に専門的事 項を担当するため， 次の分科会を

置く。

(1）数学分科会

(2）地球科学分科会

5 部会は， 前項の 分科会を代表する者若干名 をもっ

て構成する。

6 分科会に分科会長を置き， 分科会長は当該分科会

に係る事項を総括する。

7 分科会は， 次の教官をもって構成する。

(1）数学分科会 数学系教官

(2）地球科学分科会 地球科学系教官

（連絡調整会議）

第5 条 部会聞における連絡調整が必要な場合は， 関

係部会聞の連絡調整会議を設けるこ と ができる。

（略）
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5. 主題名等の変更に伴う「富山大学教育課程編成方針」の一部変更

（主題名， 授業科目名， 当面の全学に共通する科目の実施体制の修正）

（平成 4年12 月 11日， 平成 5年 1月 19日 新教育課程実施委員会決定事項）

0 同編成方針のE教養教育の改革の3. 散養原論の授業科目・単位数（新旧）｜の一部変更

改 革 前 （旧） I I 改 革 後 （新）

学科目｜授業科目 ｜単位数｜備 考｜ ｜主 題｜ 授 業 科 目 ｜ 単位数｜ 備 考
哲学I I 4 I I I ..... •A ｜ 哲学のすすめ I 2 

I I I I 1思想と』倫理｜ ｜ 
人｜哲学｜哲学 II I 2 I I l二＿＿＿＿：＿�－－ ］.／.＼閉生命理 ー j_ ｜倫理学1 2 I I I 剖 ＋｜こころの科学 ｜ …一一一一 1……···－－－－－－－ート－－－－－－－－－十一－－－－－－－ － － 1 l心理と銑杏｜ I 文H合理学！合理．竺L.J.. J…ー一｜戸J一一一 一竺三l坦�.？：！：�

－
－－－－ － --- J 

｜ ｜ 「－，＿／＇I ｜ 日本の歴史と社会 ｜ 
｜ 心 理学｜心 理学 I 4 I I I I I I I I l 歴 史 の世界 ｜東洋の歴史と社会 ｜ 心理学演習｜ 2 I I I I I I I I I ｜ 西洋の歴史と社会 ｜ 学｜…－－－－T画一半一員l -x··-T·－－－－一一一｜ ｜工－ζ二二一…一面云元学一一一一 ー ｜ 
歴史学｜東 洋史1 4 I I I"' .- －� 広 町 ｜外国文学 ｜ 分 ｜ ｜ 西 洋史I 4 I I L --1- l 十一日 一一一一一 i 一 一一一十一…… l l言 語 と 文 化｜言語と文化 ｜ 

野戸町烹 釘：I_J I I I I 

1音楽｜音 楽I 4 

美術｜美 術·1 4 
U 叫｜ 法 学I 4 

社｜三二｜時国－意引2

経済学｜経済学｜

会
｜
銃計学｜経計竺f___ T：ベ－

E 政治学｜ 政治学I 4 

科目理主｜型翠芋l空··－＜
·
·

社会学｜ 社 会 学I 4 

Aふん子

分

野

数 学I 4 

微分積分｜自｜数 学｜ ｜ 
線形 代 数｜ 2 

然 l一一一一一J.� ：周数竺［＿ ＿＿＿＿与一一品 ｜ 物 理学｜物理 子｜ ｜ 科｜ ｜物理学実 験 ｜ � 品！化 学｜化子l － ｜ 学｜ ナ ｜ 化学実験｜ 1 

�I生物学I 4 分｜ 生 物子 l生物学実験 ｜ � 
野｜ ｜地 ｜地 学｜ 天 文 学I 2 

地学実験｜ � 

コ包諸記
芸術の世界 ｜日米美術

2 
2 

社会 科学の方法と理論 I 2 

社会理論と現代｜現代社会論I I 2 

現代社会論E I ?. 
日本国憲法 r 2 

政治｜国家と政治 I z 経済生活と法 I 2 

市民生活と法 I ?. 
経済 ・ 経営データを読む r 2 
企業と仕事 I 2 

産 業 と経 済｜世界 経済の過去と現在 I 2 

日本の経済と産業 I 2 

日本の企業経営 I ?. ｜地域の社会と文化 r 2 地域と生活｜ ｜ 
’ の経済と社会 I 2 

l地球の構造と活動 I 2 地球と環境｜ ｜ ｜地球の環境 I ?. 
生命の世界 ｜生命の し く み ｜ ｜生命と環境 I 2 

字宙の構造 r 2 
化学物質の世界 I 2 自然、の 構 造｜ ｜ 物質の構造 ｜ 
量子の世界 ｜ 
自然と数理 r 2 

数 理の世界 ｜ 社会 と数理 I 2 

情報と数理 I 2 

�－ －�－�
－�－－；·r：：��＝�－��－－－ ---r － － －� －－－ 
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自
然
科
学
分
野

，電気 ・ 電子機器 I 2 
技術の世界 ｜ ｜ 

｜材料の科学 I ? 生活の科学 r 2 

生活の 科 学 ｜睡眠の科学 I z 
園芸 I 2 

情報の科学 ｜ コンビュー タの話 I 2 ： ー －差＿＿＿＿＿＿ , ＿＿＿＿原－ 一読 ー 漬ー一 割以！瓦｜芸誌をで一

0 ill4年一貫教育における教養教育の実施体制の「6当面の全学に共通する科目の実施体制Jの変更
(1） 教養教育は， 全学の教官の分担により実施する。全学の教官は， 次に掲げる授業

主題別教科部のいずれかに所属するものとする。

教 官 群 教 科 部

人文 科 学 系 教 官群 思想と倫理教科部， 心理と教育教科部， 歴史の

世界教科部， 文学の世界教科部， 言語と文化教

科部， 芸術の世界教科部

社 会 科 学 系 教 官群 社会理論と現代教科部， 法と政治教科部， 産業

と経済教科部， 地域と生活教科部

自然科学系教官群 地球と環境教科部， 生命の世界教科部， 自然の

構造教科部， 数理の世界教科部， 技術の世界教

科部， 生活の科学教科部， 情報の科学教科部

外 国 語 系 教 官 群 外国語第1教科部， 外国語第2教科部

保健体育系教官群 健康・ スポーツ科学教科部

(2） 情報処理教育及び言語表現教育については， 次に掲げる教科部を設け， 授業担当

は当該教育担当可能の教官の協力により実施するが， 必要数に満たない場合は， 富

山大学新教育 課程実施委員会（以下「委員会」という。）が個別に協力を要請する。

教 官 群 教 科 部

情報処理教育教官群 情報処理教科部

言語表現教育教官群 言語表現教科部

(3） 教養教育の授業科目（以下「授業科目Jという。）の担当教官の決定は， 富山大

学新教育 課程実施委員会内規に定める部会の議を経て委員会の長が行う。

(4) 各学部は， 卒業要件単位数及び履修年次の配分等教養教育に関する教育計画を委

員会に通知し， 委員会は調整のうえ， 授業科目の開講年次， 授業時数， 時間割表を

作成する。
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6. 新教育課程実施委員会における各教科部（主題別・授業科目別）所属教官一覧

主 題 授 業科 目
（平成5年1月19日 現在）

備 考志 望 担 当教 官

I 思想と倫理I l.留学のすすめI 101本 国 弘 102木 下 喬 103中本昌 年
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704中
村

剛
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608立 川 健 治 111宇 野 隆 夫 112前 川 要
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主 題 ｜授 業科 目｜ 志 望 担 当教 官 ｜備 考
4. 日本の経済と産業 I 30s小 松 和 生 313松 井 隆 幸 314小 原 久 治

315増 田 信 彦 323芳 賀 健 一639経 木 健次
.. 5；一忌亙るー益事露営一1···328一面一面一一祥一一挙一員（）＂示会一丙…抱一一也…ぬるー不一言一一一一一清一J一一ー

338武 脇 誠 339河 野 三 郎 340中 村 博 之

W 地域と生活 ＼ 1.輔の社会と文化 I 113浜 谷 正 人 114水 内 俊 雄 316竹 川 慎 吾

618溝 口 常 俊

··2了言両雨量語＝証言r·:£o子五．瓦・e言ー証一ーおる＂＂tj;＂＂ー龍一ーー毘…瓦訂正語一一元
一
言一呆

－－－-1－－－·－ー－－－

I 地味と環境 ＼ 1.榔の構造と活動 I 225相 馬恒 雄 226桐 座 圭太郎 441広 岡 公 夫

442 Jll崎 一朗443堀 越 叡 444氏 家 治

636小 林 武 彦637竹 内 章

i：両副議事r·229·挙井昌吉山示誉議彦・4る長伝一言4・

447封 馬 勝 年 448庄 子 仁
E 生命 の世界 ＼ 1. 生命のしくみ I 433笹 山 雄 一436野 口 宗 憲 437菅 井 道 三

439小 嶋 皐 438山 田 恭 司435井 上 弘

440黒 田 英 世 570松 郷 誠 一579伊 藤 研 策

582小 平 憲 一633菊 川 茂581畠 山 豊 正
一仁五一奇＂＂"i:_＂＂言ー扇r·-·22三由一面一一一一吉·－－2·2子長一瓦一真…径一·：i32··鳴一語一一言一弘』

518袋 谷 賢 吉 575 Jll崎 博 幸 632鈴 木 邦 雄

634横 畑 泰 志 638小 島 費 224渡 遁 信

434小 松 美英子

E 自然の構造 I 1. 宇 宙の構 造 I st6坂 井 純 一520小 出 実 路

2.化学物質の世界I 421 松浦郁也 422 安田祐介 423 高安 紀
424金 坂 績 425金 森 寛426後 藤 克 己

427田 口 茂429樋 口 弘 行 430山 口 晴 司

431平 井 美 朗553新 井 甲 － 555黒 田 重 靖

568加 藤 勉 569吉 村 敏 章 576長谷川 淳
577北 野 博 巳 578宮 本 真 敏 629塩 谷 俊 作

630手 塚 昌 郷 631森 田 弘 之 702渡 辺 国 昭

428尾 島 十 郎 221野 村 昇ョ：－扇亘ー長一帯一造·r·2-i9一清一示.........次…・泌百...i一元一義一ーむ了直一ー長一言一一j是・4
412近 堂 和 郎 417阿 部 俊 夫 510龍 山 智 栄

511中 谷 訓 幸 512上 羽 弘 513丹 保 豊 和

560大 岡 耕 之 566作 道 栄 一 628西 村 克 彦

701松 山 政 夫

ぷ：亘子万世一晃r－訂正岳－－－手…・賢一二一訂正単一同一一一一一言＂＂＂4"i5＂量一孝一伸一一面4

418常 川省 三 419高 木 光司郎 420松 島 房 和

626森 克 徳

未定 ｜ 教養石 川 義 和

IV 数理の世界 I 1. 自然と数理I 213浅 沼 照 雄 214岡 安 隆 215泉野 佐 一

216漬 名 正 道 401渡 遺 義 之 402鈴 木 正 昭

404風 巻紀 彦405藤 田 安轡 406吉 田 範 夫

407久 保 文 夫 409菅 谷 孝 410細 野 忍
502池 田 長 康 524川 田 勉 621葛 晋 治

622中 越 矩 方623小 林 久蕎雄 624江 上 繁 樹

625早 川 英治郎 217栗 原 幹 夫
·-2了証一吾－－－"i:.－－－�－－1主··r·--3－出一新一量一泰一一手…＂ii子布…る一ー…霊…－3-is--tX－日一一一一語一一一ー

320瀧 敦 弘 341中 島 信 之 342菊 田 健作

345白 石 俊 輔 403東川和 夫 324長 久 良 一
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授 業 科 目 ｜ 志 望 担 当教 宮

3. 情 報と数理 I 21s大 森 克 史 408池 田 栄 雄

V 技術の世界 1 1. 機械の力学 I 531塩 津 和 章 悦五 嶋 孝 仁 印西 野 精 一

535岩 淵牧 男537奥 井 健 一538平 沢 良 男

542伊 藤 紀 男546岩 城 敏 博 550 佐 々 木 基 文

536竹 越 栄 俊
··2；一主崖面返返る量百円r·-·249布．．．五‘’・・ーー・ー・挙 ーー・5·39一時一一書一一・ー－－－－貢一ー均一孟一一ff1一一和一員一ベーーー－－－

541能登谷 久 公 543松 木 賢 司544山 田 茂

548大 住 剛 549小 原 治樹 562宮 下 向
571 田 中 久 弥 572笹 倉 蕎介 574諸 橋 昭 一

547小 泉 邦 雄 565吉 田 正 道

i；電気；電芋； l 2る·；j�－－画展泰耐震面 云弱晶弘孟白』
507宮 下和 維 508女 川 博 義 517三日市 政 司

528西 塚 典 生 529 村 井 忠 邦
··4·.－－玩手！－ゐ一語半r-··;£22－－玩一一同一瓦一司…誠一山一一両一主主瓦一語省一蔀－－－－－－一二A

554 佐 貫 須美子 556石 黒 隆 義 557杉 本 益 規

558高 瀬 均 561多 々 静 夫 564品 川 不二雄

551 嶋 尾 一 郎 563穴 田 博 559島 崎 利 治

703池 野 進

羽 生活 の科学 I 1. 生活 の科学 I 22s 原 稔 251加 藤 征 江 253諸 問 晴 美

255中 川 昨 567島 崎 長一郎 580井 上 正 美

2 . 経眠 の科 学I 264 石原 努 254神川康子573山口 信 吉
3. 園 芸I 251穴山 彊 258 結城善之
未定 I 252 松川三郎 256 三浦鏡子

四 情報の科学 1 1. コンピュータの話 ｜ 加山 西 潟 一503八木 覧捌 佐々 木 和 男

514岡 田 裕 之 519長 谷 博 行 521中 山 剛

522山 淵 龍 夫 523松 田 秀 雄 525贋 瀬 貞 樹

526阿 部 肇515米 国 政 明

130平 田 純 131小 川 洋 通 132奥 田 平八郎

134福 田 立 明 259荻 原 洋 260 内 藤 亮 一

261加 瀬 正二郎 640吉 田 和 夫 642高 安和 子

臼4湯 川 純 幸646奥 村 議 制7 佐 藤 清 人

648井 上 逸 兵645ムラfl＇／•げト・7'/ 643鈴 木 孝 志

527河 崎 善司郎 641神 徳 昭 甫

(133草 薙 太 郎 337武井 勲）

125 藤 本 幸夫 127中 村 雅 之 128三 質

問7北 村 純 一 138提 山 淑 郎 140矢 湾

651奥 貫 晴 弘 652瀧 薄 弘 653山 本

654別 本 明 夫 655成 田 節 656宮 内

659上 野 隆 三 666 藤 田 正 春 129磯 部

657 勝 野 良 一 教養伊 藤 美重子 139 藤 井 一

（臼5ムラジ7＇／•灯リー7'/ 235丹 羽洋介 臼O吉 田 和

141渡 遜 洋）

240河 野 信 弘 242堀田 朋

244横 山 泰 行 245中 川

247山 下 三 郎 660福 田

662布 村 忠 弘 663大 川

665水 谷 秀 樹 705高 尾

外国語第1 古町宝玉ヌミロロ

主 題 備 考

（第2 志望）

外国語第2 ドイツ語． フランス

語， 中国語， ロシア

語， 朝鮮語． 日本語，

ラテン語

美

一
一

子

彰

行

夫

政

英

孝

伸

（第2 志望）

健康 ・スポーツ科学 基

孝

明 夫

信 行

テルノ

可

之

和

司

啓

友

潔

清

地

川

村

海

山

西

北

烏

qJ

Fhv

’i

aq

 

aaz

anτ

pnu

p口

内，h

nL

Pnv

pnv
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主 題 授 業 科 目 志 望 担 当教 官 備 考
情報処理 133草 薙 太 郎 248山 西 潤 － 305新 里 泰 孝

320瀧 敦 弘 331 沢 野 雅 彦343太田 雅 晴

418常 川 省 三 519長 谷 博 行 522山 淵 龍 夫

565吉 田 正 道 579伊 藤 研 策 505作 井 正 昭

417阿 部 俊 夫 423高 安 紀 425金 森 寛

431平 井 美 郎 637竹 内 章 534西 野 精 一

631森 田 弘 之 436野 口 宗 憲 440黒 田 英 世

506山 崎 登志成

百語表現 113浜 谷 正 人 229字 井 啓 高 278向 後 千 春

337武 井 勲 617筒 井 洋 － 645 A;:lr＇／•灯ト・T'/
528西 塚 典 生 316竹 川 慎 吾 415漬 本 伸 治

教科部未定 272植野 謙二

44A
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7 . 新教育課程実施委員会におけ る 分科会委員， 部会委員， 総合科 目 部会

委員及び専門基礎科 目 部会分科会委員

（平成 5 年 1 月 19 日 現在）
（泊 。印は， 分 科会長を， 女印は， 部会長を示す。

区分 分科会名 分科会委員 部会委員 総合 科目部会委員
I 思 想、 と倫 理 人 文 本 田 弘 人 文 中 本 昌 年 教養 松 崎 一 平

，， 木 下 喬 教養 中 純 夫
。 ，， 中 本 昌 年

，， 永 井 龍 男
教養 観 山 雪 陽

II 岡 村 信 孝
／，， 松 崎 一 平人 II 中 純 夫

E 心 理 と教 育 教育 室 橋 春 光 教育 宮 崎 州 弘 教養 梅 村 智恵子
II 大 石 エEヨロ II 村 上 宣 寛
，， 山 本 都 久
II 村 上 宣 寛文 ，， 塚 野 州 一
〆r 河 本 事
II 向 後 千 春
，， 安 達 勇 作

科 II 岸 井 勇 雄
。 H 宮 崎 州 弘

，， 鹿 田 Aヨ3ヨ也、

，， 信方土て� 孝 文
II 贋 瀬 信

ザム比ー
II 山野井 敦 徳
II 原 田 嘉 昭
II 吉 田 雅 巳

教養 梅 村 智恵子
II 海老原 直 邦

系 保セ 中 村 岡1
E 歴 史 の 世 界 人 文 富 田 正 弘 人 文 小 谷 仲 男 教養 立 川 健 治

II 本 郷 真 紹 教養 黒賀津 保 規
II 宇 野 隆 夫
，， 前 川 要

部 教育 深 井 甚 三
教養 立 川 健 治

。人 文 小 谷 仲 男
II 谷 井 俊 仁

会 教養 寿司賀津 保 規
人 文 根 津 由喜夫
教育 徳 栴 曜

教養 吉 田 俊 則
町 文 学 の 世 界 人 文 山 口 幸 祐 教養 一 村 文 人 教育 佐々木 浩

教育 呉 羽 長 人 文 山 口 幸 祐
。教養 二 村 文 人

教育 佐々木 浩

- 25 -



区分 分科会名 分科会委員 部会委員 総合科 目部会委員

V 言 語 と 文 化 人文 浅 井 亨 人文 赤 阪 賢 人文 小 津 浩
人 ,, 鈴 木 敏 昭 他 1 名未定

文 ，，，， 釘 貫 亨

科 。 H 赤 阪 賢
，， 末 原 達 郎A寸孟ゐー
，，， 小 津 浩

系 羽 芸 術 の 世 界 人文 岩 井 瑞 枝 教育 遠 藤 幸 一 人文 岩 井 瑞 枝

部 教育 辰 巳 昭 典 II 民 巴 昭 典

会
II 松 本 清

。 H 遠 藤 幸 一

I 社 会 理 論 と 現 代 。経済 坂 口 正 志 経済 坂 口 正 志 教養 中 河 伸 俊
II 浅 見 克 彦 ，， 浅 見 克 彦

社
教養 中 河 伸 俊

II 松 井 暁
E 法 と 政 治 教育 淡 川 典 子 教養 大 薮 龍 介 教養 八 木 保 夫

会 。教養 大 薮 龍 介 経済 安 村 勉
経済 安 村 勉

II 滝 川 敏 明

科 教養 八 木 保 夫

E 産 業 と 経 済 経済 佐 藤 良 一 経済 伊 藤 格 夫 未定
，， 唐 津 博 ，， 小 島 満

学 II 森 岡 裕
II 芳 賀 健 一

。 H 伊 藤 格 夫
系 ，， 小 島 満

II 武 脇 誠
W 地 域 と 生 活 人文 浜 谷 正 人 経済 中 藤 康 俊 人文 水 内 俊 雄

部 ，， 水 内 俊 雄 教養 溝 口 常 俊

教育 北 林 吉 弘

4』:s; 
経済 竹 川 慎 吾

。 ，， 中 藤 康 俊
II 酒 井 富 夫

教養 溝 口 常 俊
I 地 球 と 環 境 教育 相 馬 恒 雄 教養 小 林 武 彦 理学 堀 越 叡

，， 柄 座 宝太郎 理学 封 馬 勝 年

自 理学 広 岡 公 夫
d，〆 川 崎 一 朗

然、 ，， 堀 越 叡
科

〆ノ 氏 家 治

教養 小 林 武 彦

学 II 竹 内 章

教育 宇 井 啓 高
系

理学 水 谷 義 彦

部
II 佐 竹 洋

。 H 封 馬 勝 年
よz』:s; ，， 圧 子 仁

E 生 命 の 世 界 教育 渡 謹 信 理学 菅 井 道 ニ 理学 井 上 弘
，， 田 中 晋 II 鳴 橋 直 弘
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区分 分科会名 分科会委員 部会委員 総合科 目 部会委員
理学 鳴 橋 直 弘

。 H 菅 井 道 三
，， 黒 田 英 世
，， 井 上 弘
，， 小 松 美英子

自
工学 小 平 憲 一

ノ，， 畠 山 豊 正
II 川 崎 博 幸

教養 鈴 木 邦 雄
，， 菊 川 茂

E 自 然 の 構 造 教育 野 村 昇 ＊教養 塩 谷 俊 作 教育 野 村 昇
I/ 市 瀬 和 義 II 森 克 徳

然
理学 樫 井 醇 児

，， 松 島 房 和
，， 安 田 祐 介
II 山 口 晴 司
，， 吉 村 敏 章
II 中 谷 訓 幸

科
丹 保 豊 和，， 

。教養 塩 谷 俊 作
II 手 塚 昌 郷
，， 西 村 克 彦
II 森 克 徳

a一子""- W 数 理 の 世 界 教育 浅 沼 照 雄 教養 葛 耳閏立 t品t同... 経済 中 島 信 之

経済 中 島 信 之 理学 菅 谷 孝

理学 菅 谷 孝
，， 東 川 和 夫

（工学 1 名未定）

。教養 葛 晋 治

系
V 技 術 の 世 界 。工学 宮 下 尚 工学 宮 下 尚 工学 能登谷 久 公

，， 平 津 良 男 ，，〆 女 川 博 義
，， 岩 城 敏 博
，， 佐 々 木 基 文

教育 中 井 守A凶ー

工学 諸 橋 昭 一
II 山 田 茂

部
，， 作 井 正 昭
II 女 川 博 義
，， 西 塚 典 生

教育 竹 内 茂 輔

工学 山 崎 登志成
II 佐 貫 須美子� 
，， 能登谷 久 公

羽 生 活 の 科 学 。教育 原 稔 教育 原 稔、 工学 島 崎 長一郎
II 加 藤 征 江 II 諸 問 晴 美
，， 諸 問 晴 美
II 神 川 康 子
II 中 川 昨
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区分 分科 会 名 分科 会委員 部会委員 総合 科目部会委員
教育 石 原 勢

，， 穴 山 彊
自 ，， 結 城 善 之

，， 松 川 三 郎
然、 〆，， 三 浦 鏡 子

工学 島 崎 長一郎
，， 井 上 正 美

キヰ II 山 口 信 吉
vn 情 報 の 科 学 教育 山 西 酒 ー 工学 八 木 寛 工学 米 国 政 明

学 。工学 八 木 寛 II 中 山 剛
，， 佐々木 和 男

系 ，， 岡 田 裕 之
II 長 谷 博 行
，， 中 山 問。部 II 山 淵 龍 夫
II 松 田 秀 雄

iコ＝』 II 贋 瀬 貞 樹
II 岡 部 肇
，， 米 田 政 明

I 外 国 語 第 1 教育 荻 原 洋 未定 未定
外 人 文 福 田 立 明

，， 奥 田 平八郎
国 教養 湯 川 純 幸

，， 奥 村 譲
語 II 佐 藤 清 人

E 外 国 語 第 2 人 文 矢 津 英 一 人 文 矢 津 英 一 教養 藤 田 正 春
系 II 藤 本 幸 夫 ，， 藤 本 幸 夫

＠教養 奥 貫 晴 弘 教養 奥 貫 晴 弘部 ノノ 別 本 明 夫 II 上 野 隆 ＝
II 上 野 隆 三 II 勝 野 良 一

� ，， 勝 野 良 一 ，， 藤 田 正 春
II 藤 田 正 春

保
健

体育系部

健康 ・ ス ポ ー ッ 科学 教育 中 川 孝 教養 福 田 明 夫 教養 福 田 明 夫
，，，， 横 山 泰 行
，，，， 西 川 友 之

＠教養 福 田 明 夫
II 布 村 忠 弘

iヨコ』＝ ，， 大 川 信 行
情報処理 情 報 処 理 。工学 山 淵 龍 夫 工学 山 淵 龍 夫 ／／／ 教育部会 他未定

三Eコ;-
s を関E五, 表 現 人 文 浜 谷 正 人 経済 武 井 勲

語 教育 宇 井 啓 高
表

，， 向 後 千 春
現 。経済 武 井 勲
教 教養 筒 井 洋 一育 ，， ムラジTl・ メ ア リ ー ・ 7 ン部 工学 西 塚 典 生
tτE』ミ 経済 竹 川 慎 吾
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区分 分科会名 分科会委員 部会委員 総合科 目 部会委員
= 圭関 口互 表 現 理学 演 本 伸 治

数 学 分 科 会 教育 浅 沼 照 雄
／／ 岡 安 隆
II 泉 野 佐 一
，， 演 名 正 道

専 ノノ 栗 原 幹 夫
II 大 森 克 史

経済 中 島 信 之
，， 菊 田 健 作

門
II 太 田 雅 晴
II 飯 野 正 幸
II 白 石 俊 輔

。理学 渡 漣 義 之
II 鈴 木 正 昭

基 II 東 川 和 夫
，， 風 巻 紀 彦
II 藤 田 安 啓
，ゲ 吉 田 範 夫

礎 ，， 久 保 文 夫
，， 池 田 栄 雄
，， 菅 谷 孝
／／ 細 野 ’刃Co、

科 教養 葛 旦f;."JZ.ヨ 、fム口
，， 中 越 矩 方
II 小 林 久寄雄
，， 江 上 繁 樹
，， 早 川 英治郎

目
地 球 科 学 分 科 会 教育 相 馬 恒 雄

，， 刑 座 圭太郎
，， 宇 井 啓 高

理学 広 岡 公 夫
部 ，， 川 崎 一 朗

II 堀 越 叡
ノノ 氏 家 治
II 水 谷 義 彦

」Z』:;;; ，， 佐 竹 洋
。 ，， 封 馬 勝 年

，， 庄 子

教養 小 林 武 彦
，， 竹 内 章

Qu
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8 . 教養教育における成績の評価基準

（平成 4年12 月11 日 新教育 課程実施委員会決定事項）

教養教育における成績の評価は次のとおりとし， 可 C C ）以 上を合格とする。

優 C A) 80点以 上

良 C B ) 70点以 上 80点未満

可 C C ) 60点以上70点未満

不可 C F ) 60点未満
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9 . 平成5年度以降の授業科 目 の担当につ い て

（平 成 4 年1 1 月27 日 全学教務委員会決定， 平成 4 年1 2 月1 8 日 評議会報告・ 了承事項）

富山大学教養部が改組された場合における授業科目の担当について は， 次の事項を除

き， 全て本務と し て取り扱うこととする。

1 . 学部又は学内共同利用施設の教官が他学部の専門科目中， 専攻科目を担当する場合

2 . 教育学部以 外の教官が教職に関する授業科目を担当する場合

ただ し ， 教科教育法のうち ， 専 ら 自 学部学生を対象に開講する授業科目を担当する

場合を除く。

学内非常勤講師手当の取扱 い について

授 業 科 目 の 区 分
属 ｜ 学 部 教 官 ｜ 糊嚇l胤艦艇 ｜｜ 教育学部 ｜ 教育学部以外の学部

l 所属学部 ｜ 他 学 部 ｜ 学 部 l 教 育 学 部

× 。 。

× × × 

× 

資 格 免 許 の た め の 科 目 （ 教 職 科 目 ） ｜
一 般 教 育 課 程 （ 3 期 ）

（ 自制洋生対象に
「掃する科目を除く 。）

× I 0 
× × 

（泊 × … …本務 （手当支給な し ） ' 0… …本務外 （手当支給） を示す。

1i
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1 0. 教育改革に伴う施設整備計画 につ い て

（平成 5年1 月20 日 全学施設整備委員会決定， 平成 5年 1月22 日 評議会報告事項）

このたび の教育改革に伴う 「施設整備計画の基本的な考え 方について」は， 次のとお

り了承された。

0 施設整備計画の基本的な考え方について

教育改革に伴う現教養部施設の整備等にあ っ ては， 教官の教育 ・ 研究及び 教養教育の

実施に十分配慮の上， 当面必要な最小限の整備に限定することを原則とし， 教養教育に

係る中・ 長期的な改善整備計画， ある いは他の学部の施設に係る改善整備計画について

は， 今後 『施設整備委員会』 で検討するものとする。

(1） 教官の学部移行に際し， 受入れ学部において受入れの用意がある場合は， 受入れ

計画に従 い移転するものとする。

(2） 教官の学部移行に際し， 受入れ学部において受入れが困難な場合は， 暫定的に現

教養部建物を使用 するものとする。

ただし， 管理運営上又は， 教養教育の実施体制の遂行上か ら， 一部の教官につい

て， 現教養部建物内で移転することもあり得るものとするO

(3） 教官の学部移行， 又は学生の学部移行に伴 い， 受入れ学部としての必要な措置を

講ずるに当たり， 最大限の調整にもかか わ らず整備が困難な場合は， 暫定的に現教

養部建物を使用 する。

(4） 新教育 課程実施に基づ く情報処理教育関連施設及び 庶務部企画室〈仮称〉， 留学

生指導相談室〈仮称〉， 教養教育担当の 非常勤講師室に要する部屋等を， 優先的に

確保するものとする。

(5) それま での使用実態等を考慮の上， 適当な時期において， 見直しを行うものとす

る。
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